



































































































期が 9 題、第 2 期が12題、第 3 期が12題と各期で安定し
た発表数を示した。しかしながら、その内容に注目する
と、文科省の施策情報は、第 1 期が 6 題、第 2 期が 3 題、
第 3 期が 2 題と減少し、海外事情は第 1 期が 3 題、第 2





2 期が 6 題、第 3 期が 6 題と第 1 期の多さが目立った。遠
隔授業導入期における「ネットワーク」、「LMS」をはじめ
とする遠隔授業システムの導入と展開に関心が集まった






「分析」は、30題から構成され、第 1 期が 7 題、第 2 期
が12題、第 3 期が11題とであった。内容についてみてみ
ると、「アンケート」と「学習状況分析」の 2 つで構成され
ていた。「アンケート」は、第 1 期が 5 題、第 2 期が 6 題、
第 3 期の 4 題であった。「アンケート」の第 1 期 5 題は、い
ずれも「受講者の声」をまとめたものであったが、第 2 期
の 6 題は、「受講者の声」をまとめたものが 4 題、教員の
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をまとめたものが 2 題、教員の声をまとめたものが 1 題、
受講者と教員の両方の声をまとめたものが 1 題であった。












ザインが 3 題、課題型授業が 2 題であった。同期・非同期
型遠隔授業の事例は第 1 期が12題であったのに対して、
第 2 期が 5 題、第 3 期が 6 題と減少した。一方、ハイブ
リッド型授業は、第 1 期が 0 題であったのに対して、第
2 期が10題、第 3 期が13題と大きく増加した。
「その他」は、48題から構成され、第 1 期が32題、第 2
期が 9 題、第 3 期が 7 題であった。第 1 期で多くを占め
た内容は、中学校、高等学校における遠隔授業の導入事













































次朗2020年 9 月 4 日）、「教員との意思の疎通がうまくい




































































































































































































































等 の 授 業 の 実 施 状 況」、2020年、https://www.mext.go.jp/
content/20200605-mxt_kouhou01-000004520_6.pdf（2020年
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筑波大学情報環境機構学術情報メディアセンター「遠隔授業
（遠隔教育）の位置づけと特色」『遠隔授業を準備し、実
施する上での注意点』https://www.cc.tsukuba.ac.jp/wp/
remote-lecture-knowledge/（2020年12月15日閲覧）
学習分析学会「Learning Analytics とは」https://jasla.jp/about/
特集　遠隔授業
人と教育　第15号 13
jasla/　（2020年12月15日閲覧）
文部科学省「大学等における後期等の授業の実施状況に関する
調 査」、2020年、https://www.mext.go.jp/content/20201223-
mxt_kouhou01-000004520_01.pdf（2020年12月29日閲覧）
京都大学高等教育研究開発推進センター「ハイブリッド型 
授業とは」https://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/connect/
teachingonline/hybrid.php（2020年12月15日閲覧）
国立情報学研究所「4月からの大学等遠隔授業に関する取組状
況共有サイバーシンポジウム」2020年　https://www.nii.
ac.jp/event/other/decs/（2020年12月29日閲覧）以下閲覧し
た動画・PDF資料の発表者名（発表日）「表題」
武居 悠菜（2020年5月29日）「学生から見たオンライン授業」
田浦健次朗（2020年9月4日）「オンライン授業に関するアン
ケート結果の紹介」
青木久美子（2020年10月9日）「放送大学における2020年度第1
学期Web面接授業実施報告」
植原啓介（2020年6月5日）「慶應SFCにおける遠隔授業とアン
ケート調査結果」
藤巻朗（2020年6月26日）「ICTを利用した教育を振り返る」
松河秀哉（2020年6月26日）「東北大学のオンライン授業に関す
るアンケートについて」
野瀬健（2020年7月10日）「九州大学のオンライン授業に関する
学生アンケート（春学期）について」
立花優（2020年8月21日）「北海道大学学部1年生を対象とした
授業課題に関する調査について」
安浦寛人（2020年5月1日）「教育データの取り扱い」
島田敬士（2020年8月21日）「オンライン授業期間中の学習活動
分析」
竹村治雄（2020年9月25日）「大阪大学における学習データの分
析事例について」
重田勝介（2020年11月6日）「令和2年度前期におけるLMSの利
活用状況」
戸田智基（2020年9月25日）「オンデマンド型オンライン授業に
おける学習活動分析の試み」
小林真也（2020年4月24日）「遠隔環境におけるグループワーク
の実践」
山脇正永（2020年10月9日）「オンラインTBL（Team-based Learning）
を用いたアクティブラーニングの試み：ハイブリッド型授
業への展望」
中村素典（2020年9月11日）「ハイフレックス型授業実施のため
の技術的検討と支援に向けて」
松原まなみ（2020年10月9日）「看護学実習代替プログラムとし
て実施したハイフレックス型授業」
大島直樹（2020年12月11日）「H.323オンプレミス会議システム
を活用したハイフレックス型授業（Webと講義室への同時
ライブ配信およびオンデマンド配信による非同期学習）の
試み」
大山拓次（2020年9月11日）「新型コロナ禍での実習事例：遠隔
授業と対面実習のハイブリッドの試み」
栗木一郎（2020年11月6日）「対面・遠隔のハイブリッド形式に
よる100名超の情報処理演習」
田代秀一（2020年12月25日）「新設専門職大学でのオンライン
教育への取り組み」
吉岡卓（2020年11月20日）「学生が自分で自由に授業参画する
ハイフレックス型授業の実践例」
緒方広明（2020年10月9日）「日本学術会議からの提言『教育の
デジタル化を踏まえた学習データの利活用に関する提言
～エビデンスに基づく教育に向けて～』の報告」
